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は
じ
め
に
ｌ
語
の
逆
転
古典に描かれているキリギリスが、今日の「こおろぎ」
のことであることは周知の事実である。例えば『枕草子」
には「九月つどもり、十月ついたちのほどに、ただあるか
なきかに聞きつけたるきりぎりすの声」とある。旧暦での
十月上旬といえばもう立冬の頃である。また、『新占今集』
には、かの名歌「きりぎりす鳴くや霜夜のざむしろに衣か
たしきひとりかも寝ん」があるが、霜の降りるような寒い
頃に「きりぎりす」が鳴くわけはない。鳴くとすれば、こ
れは「こおろぎ」であろう、と言うことになる。この点を
めぐっては、古く新井白石の考証があり、近くは橘正一の
方一一一一口資料をも駆使した考察がある（注１）。特に、橘は方一一一一口
に
お
け
る
キ
リ
ギ
リ
ス
と
コ
ー
ロ
ギ
の
逆
転
現
象
を
援
用
し
て
、
古
現代方一一一一口における「こおろぎ」と「きりぎりす」
語のキリギリスは今日の「こおろぎ」のことであり、｜方、
古語のコホロギは今日の「きりぎりす」のことであろうと
推
定
し
て
い
る
。
ところで、方言の世界での「こおろぎ」と「きりぎｉ十」
の名称の分布の詳細についてはいまだ不明の部分も多い。
（因に、国立国語研究所編『日本言語地図』にも両項目は
入っていない。）そこで、ここでは、現代の「こおろぎ」お
よび「きりぎりす」の名称についての（近畿以東の東日本
域の）分布実態を紹介しつつ、両者の辿った歴史について、
言語地理学的観点からの検討を加えてみることにしたい。
なお、扱う資料は、佐藤喜代治先生、加藤正信先生をは
じめとする、東北大学国語学研究室関係者その他が、「文献
を資料とする語史研究との対比による言語地理学的方法の
真
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検証」をテーマとして、文部省科学研究費（総合研究）の
交付を受けて、昭和妬・卿の両年にわたって実施した通信
調査二部、臨地調査）での結果に基づいていることを明
らかにしておきたい。この調査での対象地点は約八五○．
対象としたのは各地点の老年層の使用語である。質問文は、
次の通り。
●夏の終りから秋に鳴く黒っぽい虫（「こおろぎ」）を何
と言うか。
●夏に鳴く緑色の虫（「きりぎりす」）を何と言うか。
「こおろぎ」の方一一一一巨分布
図１は「こおろぎ」の名称の分布図である。
まず、東北地方から新潟にかけての地域に連続して分布
しているキリギリスの存在が注目されよう。新潟の一部に
集中して分布するキリも同類と認められる。キリギリスは
また長野、千葉などにも点在する。このように地をへだてた
広い領域でキリギリスが分布域を持っている以上、これら
は誤解などによって生じた単なる地域的な現象とは言えな
いであろう。橘が指摘したように、これは中央日本（京都）に
おけるいにしえの姿をそのままにとどめているものと解
するのが妥当のようである。
ところで、富山にはツズレサセという語形が見られ、興
味深い。この語形は、例えば『古今集』にある「秋風にほ
ころびぬらし藤袴つづれきせてふきりぎりす鳴く」の歌の
ように古書において往々、キリギリスの鳴き声として描か
れる形に直接繋がるものである。この点からも、古典に描
かれるキリギリスが「こおろぎ」のことであることが証明
される。
今日、標準語形コーロギは広く全国に分布する。北陸に
コーロンという形があるが、これは、次のようなプロセス
すなわち語末母音の脱落によってできた形と考えられる。
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また、東北、近畿などには、コロギという形が分布して
いるが、いずれも長音の短呼される傾向を持つ方一一一一口地域で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
コ
ー
ロ
ギ
の
変
化
形
と
考
え
た
い
。
コ
ロ
ギのコロは地点によっては「こおろぎ」の鳴き声に拠るも
のと意識されているが、そのこともこの変化をうながした
かもしれない。図１によれば、コロギの分布地点周辺にコ
ロヨロコロ）といった語形が散在している。
一方、やはり鳴き声からきたと思われるチンチロや、ま
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た、体の色からきたと思われるクロトという語形が、近畿
お
よ
び
そ
の
周
辺
部
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
分
布
の
状
況
は
、
こ
れ
ら
の
語
形
が
、
あ
る
時
期
、
上
方
を
中
核
と
し
て
拡大したことを推測させるものである。
な
お
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
に
点
在
す
る
ハ
ッ
タ
ギ
天
タ
ギ
）
は、地点によっては「いなご」や「ばつた」などを表す語
形である（注２）。この語形の由来については次項に述べる。
「きりぎりす」の方言分布
図２は「きりぎりす」の名称の分布図である。
東
北
地
方
の
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
ハ
タ
オ
リ
と
い
う
語
形
が
分
布
し
て
い
る
。
ハ
タ
オ
リ
は
北
陸
、
能
登
半
島
の
先
端
部
に
も
存
在
す
る
。
こ
の
語
は
、
中
央
の
古
辞
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
き
り
ぎ
りす」の古形である。平安時代の「和名抄』には「促織ハ
タ
オ
リ
メ
蜻
蜘
コ
ホ
ロ
キ
蟠
蝉
キ
リ
ノ
ー
ス
」
と
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
新
井
白
石
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ノ
古
に
ハ
タ
オ
リ
メ
と
い
ひ
し
も
の
は
、
今
俗
に
キ
リ
ノ
ー
ス
と
い
ふ
是
也
。
古
に
コ
ホ
ロ
ギ
と
い
ひ
し
も
の
は
、
今
俗
に
イ
ト
ド
と
い
ふ
是
也
。
古
に
キ
リノースといひしものは、今俗にコホロギといふ是也。（中略）ハ
タォリメとは織機女也。ｓ東雅乞
な
お
、
こ
こ
で
の
イ
ト
ド
と
は
、
「
こ
お
ろ
ぎ
」
の
一
種
、
い
わ
ゆ
る「おかまこおろぎ」のことである。
と
こ
ろ
で
、
図
２
に
よ
れ
ば
、
ハ
タ
オ
リ
の
分
布
域
を
お
お
う
よ
う
な
形
で
．
Ｉ
ロ
ギ
が
、
東
北
か
ら
北
陸
に
か
け
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
分
布
の
状
況
か
ら
見
て
、
コ
ー
ロ
ギ
が
過
去
のある時代、ハタオリに変わる「きりぎりす」の新しい名
称
と
し
て
勢
力
を
拡
大
し
た
時
期
の
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
岩
手
・
宮
城
な
ど
に
現
わ
れ
て
い
る
ハ
ッ
タ
ギ
（
ハ
タ
ギ
）
は
ハ
タ
オ
リ
と
コ
ー
ロ
ギ
と
が
混
交
し
て
で
き
た
形
で
あ
ろ
う
。
ハ
ッ
タ
ギ
の
成
立
に
は
さ
ら
に
バ
ッ
タ
と
い
う
語
形
も
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る。｜
方
、
キ
リ
ギ
リ
ス
の
類
の
語
形
と
し
て
は
、
各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
キ
リ
ギ
リ
ス
の
変
化
形
と
認
め
ら
れ
る
キ
リ
ス
は
、
分
布
の
状
況
か
ら
、
あ
る
時
期
、
近
畿
を
中
心
に
拡
が
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
福
島
、
新
潟
、
千
葉
な
ど
に
点
在
す
る
キ
リ
ギ
ス
も
キ
リ
ギ
リ
ス
の
変
化
形
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
ギ
ス
（
ギ
ー
ス
）
と
い
う語形が各地に散在しているが、江戸時代の方一一一一口集『秋長
夜話ｌ続編」には、
広
島
の
方
言
に
、
夏
日
草
野
叢
鰊
の
中
に
鴫
羽
虫
を
伎
須
（
ギ
ス
）
と
い
ふ
は
、
其
声
に
よ
り
て
名
つ
け
た
る
に
は
あ
ら
す
。
是
幾
里
幾
里
須
の
誠
な
り
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。
青
森
で
は
こ
の
ギ
ス
が
さ
ら
に
ギ
ッ
（
ギ
３４
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シシ）と変形したようである。また、ギッチョという語形
も
広
い
地
域
に
分
布
し
て
い
る
。
京
都
の
周
辺
部
な
ど
に
は
ギ
ス
チ
ョ
ン
、
チ
ョ
ン
ギ
ー
ス
な
ど
と
い
う
語
形
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
語形の成立にはスイッチョ（スイッチョン）という語形も
関与したと考えられる。
以上の考察をまとめて、「きりぎりす」の名称の展開を図
示
す
る
と
、
下
の
よ
う
に
な
る
。
（注１）橘正一。キリギリス』と「コホロギ」」（国語と国文学、
１
２
昭
、
、
２
）
（注２）拙稿「東北地方における「いなご』と『ばつた』の方一一一一口
分布とその解釈」（国語学研究、昭蛆、３）
（国立国語研究所々員）
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